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４
月
７
日
（
日
）
上
・
中
・
下
組
の
各

町
内
会
で
、
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

令
和
６
年
度
の
主
要
行
事
は
次
の
通
り

で
す
。 

                                                 

子
ど
も
を
み
ん
な
で 

  
 

守
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

深
小
の
子
供
は 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

○
午
後
三
時
半
過
ぎ
に 

下
校
し
ま
す
。 

 

下
校
時
間
は
日
に
よ
っ
て 

異
な
り
ま
す
。 

○
近
く
で
、
遠
く
で
、
み
ん
な
で 

 

見
守
り
ま
し
ょ
う
。 

○
あ
い
さ
つ 

 
  

声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う
。 

         
 

校
長
あ
い
さ
つ 

 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い 

い
た
し
ま
す
。 

 
 

三
原
市
立
深
小
学
校 

 

校
長 

山
田 

浩
美  

 

今
年
度
は
、
四
月
九
日
に
、
新
一
年
生

が
三
名
加
わ
り
、
全
校
児
童
十
六
名
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

深
町
の
自
然
豊
か
な
環
境
の
も
と
、
登

下
校
や
生
活
の
中
で
地
域
の
方
々
に
温
か

く
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
本
校
の
児
童
が
す

く
す
く
と
育
っ
て
き
て
お
り
ま
す
こ
と
に

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

今
年
度
、
「
夢
と
志
を
持
ち
、
共
に
高

め
合
う
児
童
の
育
成
」
の
学
校
教
育
目
標

の
も
と
、
こ
れ
か
ら
の
変
化
の
激
し
い
社

会
を
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
「
課
題

発
見
・
解
決
力
」
「
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
」
「
主
体
性
」
の
育
成
に
向
け
て
、

教
職
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
教
育
活
動

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

保
護
者
の
皆
様
や
地
域
の
皆
様
の
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
子
ど
も
達
の
力

を
最
大
限
に
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す 

 
 

就
任
者
あ
い
さ
つ 

 

三
原
市
立
深
小
学
校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

教
頭 

富
本 

利
枝 

 

「
一
年
生
さ
ん
、
い
っ
し
ょ
に
外
に
行

こ
う
。」 

入
学
式
の
次
の
日
、
廊
下
か
ら
教
室
を

の
ぞ
い
て
朝
の
支
度
を
し
て
い
た
一
年
生

に
、
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
は
、
六
年
生

で
し
た
。
朝
の
準
備
を
し
て
い
る
一
年
生

を
そ
っ
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
、
そ
れ
か

ら
一
緒
に
運
動
場
へ
。
運
動
場
で
も
、
ち

ら
ば
っ
て
い
る
他
学
年
の
子
ど
も
達
か
ら

声
が
か
か
り
、
一
年
生
は
、
う
れ
し
そ
う
。

す
ぐ
に
、
一
緒
に
遊
び
始
め
ま
し
た
。 

こ
の
度
、
深
小
学
校
で
教
頭
と
一
・
二

年
生
担
任
を
兼
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た 

富
本 

利
枝
で
す
。
深
小
の
子
ど
も

達
は
、
明
る
く
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ

し
て
、
優
し
い
気
持
ち
を
た
く
さ
ん
も
っ

て
い
ま
す
。
学
校
教
育
目
標
で
あ
る
「
夢

と
志
を
持
ち
、
共
に
高
め
合
う
児
童
の
育

成
」
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
校
長
先
生
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
教
職
員
と
共

に
、
深
小
の
子
ど
も
達
が
、
ま
す
ま
す
力

を
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
尽
力
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
、

保
護
者
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
原
市
立
深
小
学
校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

教
諭 

土
居 

延
匡 

 

四
月
一
日
よ
り
、
深
小
学
校
に
転
任
し

て
参
り
ま
し
た
。
三
月
ま
で
は
、
幸
崎
小

学
校
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。「
深
小
学
校

は
、
周
囲
が
緑
で
自
然
が
豊
か
な
所
だ
な
」

と
い
う
の
が
、
第
一
印
象
で
し
た
。
子
ど

も
達
も
元
気
一
杯
で
、
見
て
い
る
だ
け
で

楽
し
く
な
っ
て
く
る
、
そ
ん
な
素
敵
な
学

校
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
分
か
ら

な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
子
ど
も
達
の

よ
り
よ
い
成
長
に
つ
な
が
る
よ
う
、
精
一

杯
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

三
原
市
立
深
小
学
校

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
諭 

高
橋 

玖
美 

 

こ
の
度
、
庄
原
市
か
ら
転
任
し
て
参
り

ま
し
た
。
深
小
学
校
は
、
山
に
も
近
く
、

海
に
も
近
い
た
め
、
四
季
折
々
の
景
色
が

楽
し
め
る
す
て
き
な
と
こ
ろ
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
深
小
学
校
の
子
ど
も
達
は
、
全
員

が
休
憩
時
間
に
外
で
遊
ん
で
い
る
ほ
ど
活

発
で
、
異
学
年
も
交
え
て
み
ん
な
で
遊
ぶ

な
ど
、
と
て
も
仲
間
を
大
切
に
す
る
優
し

い
子
ど
も
達
で
す
。
先
生
方
も
、
保
護
者

の
方
も
、
地
域
の
方
も
、
た
く
さ
ん
協
力

し
て
く
だ
さ
り
、
地
域
全
体
が
あ
た
た
か

く
、
優
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
深
町
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
深
町
の
こ
と
も
深

小
学
校
の
こ
と
も
た
く
さ
ん
知
っ
て
、
子

ど
も
達
と
共
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

三
原
市
立
深
小
学
校

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

養
護
教
諭 

松
岡 

杏
奈  

こ
の
度
、
新
規
採
用
の
養
護
教
諭
と
し

て
深
小
学
校
に
赴
任
し
て
参
り
ま
し
た
。 

赴
任
し
て
す
ぐ
に
、
元
気
で
笑
顔
が
素

敵
な
子
ど
も
達
が
出
迎
え
て
く
れ
、
つ
ら

れ
て
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
達
と

関
わ
っ
た
時
間
は
、
ま
だ
一
か
月
に
も
満

た
な
い
で
す
が
、
こ
の
短
い
期
間
で
も
、

学
校
行
事
を
一
生
懸
命
頑
張
る
姿
や
、
周

り
の
友
達
を
気
遣
う
姿
な
ど
、
頼
も
し
い

姿
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
く
れ
て
い
て
、
今

後
も
ど
ん
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
の
か
、

と
て
も
楽
し
み
で
す
。 

深
小
学
校
の
子
ど
も
達
が
、
こ
れ
か
ら

も
元
気
に
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
、
心
と

体
の
両
面
か
ら
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
地
域
の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

歩
く
会
に
ご
参
加
を 

  
 
 

 

歩
く
会
幹
事 

 
 
 
 
 
 
 

石
井 

 

堂
煕 

  府
中
市
出
口
町 安

楽
寺
周
辺 

 
 
 

 
  
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

  
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

  

月 

日  

５
月
７
日
（
火
） 

予
備
日 

 
 

 

９
日
（
木
） 

 
 

 
 

 
 

 

行
程 

 

９
時
００
分 

深
町
中
組
町
民
会
館
発
（
車
） 

１０
時
００
分 

安
楽
寺
（
サ
ツ
キ
）
か
ら 

「
こ
い
し
き
」
周
辺
へ 

探
訪
開
始 

１２
時
００
分 

探
訪
終
了 

昼
食 

 

１４
時
００
分 

深
町
中
組
町
民
会
館
着
（
車
） 

 
 

     

横 

森 

保 

子 

様 
 
 

八
十
二
歳 

（
中
組 

田
屋
講
） 

 
 

四
月
十
二
日 

   
 

 
 

◆
小
学
校 

 

▼
心
電
図
検
査
・
委
員
会
活
動 

１
日 

 

▼
家
庭
訪
問 

 
 
 

 
 

 
 

 

２
日 

 

▼
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

 

８
日 

 

▼
体
育
参
観
日 

 
 

 
 

 
 

 

１２
日 

 

▼
放
課
後
子
ど
も
教
室 

 
 

 

１６
日 

 

▼
交
通
安
全
教
室 

 
 

 
 

 

１７
日 

 

▼
歯
科
検
診 

 
 

 
 

 
 

 

２２
日 

 

▼
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

 

２９
日 

 

◆
如
水
館
中
学
・
高
校 

 

▼
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク 

（
授
業
チ
ェ
ッ
ク
）（
中
） 

７
～

１３
日 

 

▼
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク 

（
授
業
チ
ェ
ッ
ク
） 

学
年
朝
会
（
高
）
３
年 

 
 

７
日 

 

▼
生
徒
会
選
挙 

 
 

 
 

 
 

８
日 

▼
学
年
朝
会
（
高
）
２
年 
 

 

９
日 

▼
消
防
訓
練 

 
 

 
 

 
 

 

１０
日 

 

尿
検
査 

 
 

 
 

１０
・

１７
・

２８
日 

▼
内
科
検
診 
 

 
 

 
 

 
 

１４
日 

▼
市
内
大
会
（
中
） 

 
 

１１
・

１２
日 

▼
中
間
テ
ス
ト
（
中
） 

 

１４
・

１５
日 

▼
中
間
テ
ス
ト
（
高
） 

 

１４
～

１６
日 

▼
尿
検
査 

 
 

 
 

 
 

 
 

１７
日 

心
電
図 

１７
・

２１
・

２４
・

２８
・

３１
日 

 

到
達
度
テ
ス
ト
（
高
）
１
・

２
年
１７
日 

▼
市
内
大
会
予
備
日 

 
 

１８
・

１９
日 

▼
生
徒
総
会 

 
 

 
 

 
 

 

２２
日 

▼
南
部
地
区
大
会 

 
 

 

２５
・

２６
日 

▼
進
研
実
力
診
断
テ
ス
ト 

 
 

２７
日 

▼
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
高
１
） 

▼
歯
科
検
診 

 
 

 
 

 
 

 

２９
日 

▼
英
語
検
定 

 
 

 
 

 
 

 

３１
日 

 
                                 

ふ
か
ま
ち
の
ま
ど 

発

行

元 

連

絡

先 

第

号 

深
町
連
合
町
内
会 

「ふかまちのまどホームページのアドレスは」
http://www.jcat.ne.jp/~fuka/top.html 

深
小
だ
よ
り

各
町
内
会
だ
よ
り 

深
町
各
種
団
体
五
月
行
事
予
定 

深
町
子
ど
も
を
守
る
会 

フジの花 

レンゲツツジ 
深 町 地 区 謹

ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 
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医
王
山
田
家
城
主
石
原
氏
と 

岡
山
県
牛
窓
の
石
原
氏 

  
 

 
 

 
 

 

上
組 

 

紙
谷 

謹
二 

  

医
王
山
田
家
城
主
石
原
太
郎
左
衛
門
に

つ
い
て
、
か
っ
て
貴
重
な
史
料
を
お
寄
せ

戴
い
た
（
２
０
１
８
年
１
月
～
２
０
１
９

年
１
月
、
ふ
か
ま
ち
の
ま
ど
に
掲
載
）
天

草
文
化
協
会
会
長
の
鶴
田
耕
治
様
か
ら
次

の
通
り
手
紙
が
届
き
ま
し
た
（
文
面
一
部

省
略
） 

                             

「
石
原
新
二
郎
」
・
「
石
原
左
京
亮
惟

俊
」・「
石
原
八
郎
浄
珍
」
に
つ
き
ま
し
て
、
深

郷
土
誌
（
昭
和
３８
年
発
行
）
で
確
認
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
ら
の
名
は
無
く
、
石
原
太
郎
左
衛

門
と
の
関
係
は
不
明
で
す
。 

 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
有
力
な
情
報
や
史
料

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
次
の
と
こ
ろ
へ
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。 

                              

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協
力
者
一
同 

  

４
月
で
ま
る
２
周
年
を
迎
え
た
サ
ロ
ン

深
っ
か
ふ
か
。
サ
ロ
ン
へ
の
参
加
は
の
べ

１
５
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。
週
に
１
度

の
楽
し
み
と
健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て
３

年
目
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
社
会
参

加
の
機
会
が
多
い
こ
と
で
、
転
倒
・
認
知

症
・
う
つ
な
ど
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
効
果

も
期
待
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
サ
ロ
ン
の
場
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 
５
月
～
７
月
に
か
け
て
、
三
原
市
の

「
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
」
を
行
い
ま
す
。

「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
、
加
齢
に
よ
っ
て
筋

力
や
心
身
の
活
力
が
下
が
り
、「
健
康
」
と

「
要
介
護
」
の
中
間
の
状
態
に
あ
る
こ
と

で
す
。 

日
々
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
弱
っ
て
い
く

状
態
に
は
、
な
か
な
か
気
が
付
き
に
く
い

も
の
。
フ
レ
イ
ル
の
兆
候
に
早
く
気
づ
け

る
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
法
や
、
フ
レ
イ

ル
を
防
ぐ
方
法
を
、
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ

う
。
日
常
生
活
を
見
直
す
こ
と
で
、
進
行

を
遅
ら
せ
た
り
健
康
な
状
態
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
ま
す
！ 

※
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
の
日
の
み
、
10
時

か
ら
12
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

 

※
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｔ
（
三
原
テ
レ
ビ
）
で
放
送
さ

れ
た
深
町
上
組
町
内
会
紹
介
番
組
を
、
サ

ロ
ン
で
み
ん
な
で
視
聴
し
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
見
逃

し
た
！
見
た
い
！
と
い
う
方
が
お
ら
れ
た

ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

    

水
曜
日
１０
時
～
１１
時
３０
分 

・
１
日
・
８
日
：
ミ
ニ
講
座 

（
介
護
技
術
） 

・
１５
日
：
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室 

（
１２
時
終
了
） 

・
２２
日
・
２９
日 

 

★
毎
回
最
初
の
３０
分
は
「
い
き
い
き
体

操
」
で
す
。 

 

持
っ
て
く
る
も
の 

 

・
飲
み
物
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ 

 

・
長
い
タ
オ
ル
（
体
操
に
使
い
ま
す
） 

  

◀
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
活
動
の
様
子
を
発

信
し
て
い
ま
す
。 

https://w
w

w.instagram
.com

/fukam
ach

i.ochanom
a/ 

  

問
い
合
わ
せ
先
（
安
藤
） 

 
 
090-5265-3855 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

         

    

三
原
市
・
月
例 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

            

三
原
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
月
例
大
会
が
、
４
月
２０

日
（
土
）
に
１７
名
の
参
加
で
深
町
・
城
山

コ
ー
ス
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

成
績
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

 

１
位 

 
 

 
 

林 

洋
祐 

２
位 

 
 

 
 

谷
岡 

義
昭 

３
位 

 
 

 
 

石
井 

張
司 

 
 

ベ
ス
グ
ロ
６３ 

 
 

船
本 

雄
三 

 

２
人
組
戦
１
位 

 

井
上 

キ
ヨ
コ 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
崎 

卓
夫 

 
  

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン 

西
田 

實 
 

※
選
手
の
敬
称
略 

 

次
回
の
月
例
大
会
は
、
５
月
１８
日
（
土
）

に
、
行
い
ま
す
。 

 
 

 

Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会 

 事
務
局 
山
内 

好
己 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

                
 

      

ご
み
の 

 

ポ
イ
捨
て
は
だ
め 

 

ご
み
の
な
い 

 

き
れ
い
な
ま
ち
に 

 
 

 
 

 
   

犬
の
フ
ン
は 

 

飼
い
主
が 

 責
任
を
持
っ
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
に
期
待
し
ま
す
。 

   

   

ど
り
ぃ
む
だ
よ
り 

  
 

 
 

 

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
ど
り
ぃ
む 

 
 
 
 
 

三
原
市
中
之
町
６
丁
目
３１
番
１
号 

  
 

 
 

 
 

電
話 

６１‐

４
４
１
０ 

  

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
ど
り
ぃ
む
で
は
、

高
齢
者
の
日
常
生
活
上
の
あ
ら
ゆ
る
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。（
相
談
は
無
料
で
す
） 

  

特
殊
詐
欺
に
ご
用
心 

  

残
念
な
こ
と
に
、
い
つ
に
な
っ
て
も
特

殊
詐
欺
の
被
害
が
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
次
な
よ
う
な
言
葉
が
出
て
き
た

ら
絶
対
に
話
に
乗
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
！ 

  

架
空
請
求
詐
欺 

 

「
未
払
い
・
未
納
の
料
金
が
あ
る
た
め
訴

訟
を
起
こ
す
」
と
い
う
内
容
の
ハ
ガ
キ
や

メ
ー
ル
が
届
く
。 

 
 

還
付
金
詐
欺 

  

医
療
費
の
還
付
が
受
け
ら
れ
る
な
ど
と

言
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
さ
れ
、
指
示
通
り

入
力
す
る
と
犯
人
に
送
金
さ
れ
る
。 

  

預
貯
金
詐
欺 

 

「
あ
な
た
の
口
座
は
犯
罪
に
利
用
さ
れ
て

お
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
交
換
手
続

き
が
必
要
」
と
言
っ
て
だ
ま
し
取
る
。 

 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
盗 

 

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
不
正
に
利
用
さ

れ
て
い
る
」
と
言
っ
て
訪
問
し
、
隙
を
見

て
カ
ー
ド
を
す
り
替
え
る
な
ど
し
て
盗
む
。 

            

お
金
を
送
る
方
法 

  

お
金
を
送
る
方
法
で
最
も
被
害
額
が
大

き
い
の
は
現
金
を
書
留
な
ど
で
送
ら
せ
る

方
法
で
す
。
そ
の
次
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
で
振

り
込
ま
せ
る
方
法
で
す
。 

  

被
害
を
防
ぐ
た
め
に 

  

被
害
を
水
際
で
阻
止
し
た
人
で
最
も
多

か
っ
た
の
が
家
族
・
親
族
で
し
た
。 

  

被
害
に
遭
っ
て
し
ま
う
と
、
お
金
を
取

り
戻
す
の
は
非
常
に
困
難
で
す
！
疑
わ
し

い
内
容
の
電
話
が
掛
か
っ
た
り
、
ハ
ガ
キ

や
メ
ー
ル
が
届
い
た
ら
、
と
に
か
く
周
り

の
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
！ 

          

Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会
だ
よ
り 

【吉川弘文館の発行『戦国仏教』中世社会と日蓮宗（令和２年７月１日発行）著者 
湯浅治久（専大教授）】の中に日蓮宗が室町時代にはいり布教が栄んに行われるよ
うになると京都を拠点とし東西に日蓮宗が広まって行きますが、特に西への布教の
記述の中で牛窓が堺・尼崎の次に牛窓～鞆～尾道・宇多津・博多・種子島と共に港
湾都市を伝って広がったと有りました。牛窓は岡山県なので（日蓮宗に関心はあま
り有りませんが）古代から栄えた港町と知りました。 
 その牛窓に日蓮宗の本蓮寺が建立されたのが文明元年（１４６９）。石原新二郎
と言う人物が牛窓の有徳人として出て来ます。 
 本蓮寺には古文書が多く残っているらしく石原新二郎は、綾浦殿とも呼ばれ石原
氏一族は海運業で財を蓄え有力者（有徳人）になったようで、宝徳年間には、石原
左京亮惟俊や石原八郎浄珍の名が出て来ます。 
 この石原氏は石原太郎左衛門と関係があるのか。先生にお尋ねしたく失礼を承知
で手紙を書きました。 

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー

ジャーマンアイリス 

 
◎〒861-6304 
 天草市栖本町古江102 
 鶴田 耕治 
 ☎090-8299-7112 

 
 
◎〒731-0001 
 三原市深町甲459-3 
 紙谷 謹二 
 ☎0848-63-3882 

 

医王山田家城跡 

５
月
の
予
定

サ
ロ
ン
深
っ
か
ふ
か
だ
よ
り

詐欺の被害件数 
（令和５年１２月現在）

架空請求
詐欺 

115件

還付金詐欺
84件 

その他 
66件 

預貯金詐欺
40件 

キャッシュカード
詐欺盗 
38件 

総被害件数 
343件 

詐欺の現金交付方法と金額 
被害総額 ８億７，９４２万円 

（令和５年１２月現在） 

振込型 
2億9,008万円 

現金 
手交型 

7542万円 

キャッシュカード 
手交型 

7521万円 電子マネー型 
5435万円 

キャッシュカード 
盗取型 

5340万円 

その他 
344万円 

現金送付型 
3億3,019万円 


